
　

１
月
21
日
、
第
9
回
お
し
ど
り
学
園

を
開
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
、「
知
っ
て
い
ま
す
か
？
く
ら

し
の
危
険
」
と
題
し
て
、
消
費
生
活
相

談
員
の
佐
藤
亜
紀
子
さ
ん
が
講
演
を
行

い
ま
し
た
。

　

佐
藤
さ
ん
が
町
に
相

談
員
と
し
て
来
る
よ
う

に
な
っ
て
約
10
年
。
月

２
回
程
度
、
役
場
産
業

振
興
課
で
相
談
業
務
を

行
っ
て
い
ま
す
（
通
常
は

産
業
振
興
課
職
員
が
相
談
対
応
）。
今
回
は

「
く
ら
し
の
危
険
」
に
つ
い
て
、
さ
ま
ざ
ま

な
事
例
を
上
げ
て
説
明
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
始
め
に
、
み
そ
汁
を
鍋
で
温
め
よ

う
と
し
た
ら
、
強
化
ガ
ラ
ス
の
ふ
た
が

粉
々
に
砕
け
て
鍋
の
中
に
落
下
し
た
と

い
う
衝
撃
的
な
写
真
か
ら
話
が
始
ま
り

ま
し
た
。
割
れ
た
ふ
た
の
ガ
ラ
ス
を
Ｎ

Ｉ
Ｔ
Ｅ
（
製
品
評
価
基
盤
機
構
）
に
送
っ

た
結
果
、
加
熱
の
し
過
ぎ
で
火
が
ふ
た

に
当
た
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
ヒ
ビ
が
入
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

消
費
生
活
相
談
の
役
割
は
、
消
費
者
被

害
が
発
生
す
る
と
、
消
費
者
安
全
法
に
基

づ
い
て
助
言
と
あ
っ
せ
ん
を
行
う
こ
と

で
す
。
構
築
さ
れ
た
「
全
国
消
費
生
活

情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
」
に
よ
っ

て
、
全
国
の
消
費
者
事
故
の
情
報
収
集
・

分
析
を
し
て
、
再
発
防
止
や
リ
ス
ク
の

低
い
製
品
開
発
に
向
け
て
必
要
な
情
報

を
発
信
し
て
い
ま
す
。

　

２
０
２
０
年
度
の
相
談
は
、
全
国
で

94
万
件
も
あ
り
、
そ
の
90
％
が
取
引
に
関

す
る
被
害
で
し
た
。
例
え
ば
、電
話
で「
カ

ニ
を
買
っ
て
く
れ
」
と
か
か
っ
て
き
て
、

断
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
「
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
一
方
的
に

カ
ニ
を
送
っ
て
く
る
強
引
な
ケ
ー
ス
を

紹
介
。「
う
ち
に
も
か
か
っ
て
き
た
」
と

う
な
ず
く
参
加
者
の
姿
も
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
消
費
者
の
安
全
の
た
め
に
、

消
費
生
活
用
製
品
安
全
法
に
よ
る
Ｐ
Ｓ

Ｃ
マ
ー
ク
制
度
を
説
明
。
圧
力
鍋
、
登

山
用
ロ
ー
プ
、
石
油
ス
ト
ー
ブ
、
乳
幼

児
ベ
ッ
ト
、
ラ
イ
タ
ー
な
ど
の
特
定
の

製
品
に
つ
い
て
は
、
国
の
定
め
た
基
準

に
適
合
し
た
旨
の
Ｐ
Ｓ
Ｃ
マ
ー
ク
が
な

い
と
販
売
で
き
ま
せ
ん
。

　

佐
藤
さ
ん
は
、
製
品
に
関
す
る
ト
ラ
ブ

ル
事
例
を
紹
介
し
、
事
故
を
未
然
に
防

ぐ
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、
①
買
う
と
き
や
選

ぶ
と
き
に
「
価
格
や
デ
ザ
イ
ン
機
能
性
よ

り
も
、
使
い
や
す
さ
と
安
全
性
を
確
認
し

て
買
う
」「
使
い
こ
な
せ
る
商
品
か
、
家

族
や
店
の
人
と
よ
く
検
討
し
て
納
得
で
き

る
も
の
を
選
ぶ
」「
保
証
書
を
受
け
取
り
、

記
載
事
項
を
確
か
め
、
領
収
書
と
と
も
に

決
ま
っ
た
場
所
へ
保
管
す
る
」
②
取
扱
説

明
書
を
よ
く
読
む
。「
誤
使
用
の
防
止
」「
使

用
上
の
注
意
（
特
に
危
険
、
警
告
、
注
意

事
項
を
留
意
し
て
禁
止
さ
れ
て
い
る
使
い

方
は
し
な
い
）」
③
長
年
使
っ
て
い
る
製

品
は
点
検
す
る
こ
と
④
小
さ
な
子
供
に
は

安
全
確
保
に
家
族
が
気
を
付
け
る
⑤
高
齢

者
に
は
周
囲
の
人
が
気
を
配
る
こ
と
、
と

締
め
く
く
り
ま
し
た
。

　

学
園
生
は
、
買
い
物
を
し
た
り
、
製

品
を
使
う
と
き
の
安
全
確
保
の
心
構
え

を
再
認
識
し
た
講
演
会
と
な
り
ま
し
た
。

14

日
時
　

3
月
25
日
（
金
）
午
前
9
時
30
分
／
場
所
　
町
公
民
館
講
堂

内
容
　
閉
講
式
・
記
念
講
演

　
　
　
講
演
　「
ま
ほ
ろ
ば
の
郷

　
　
　
　
　
　
　
～
語
り
継
ぐ
上
菅
・
福
長
の
伝
承
と
歴
史
～
」

　
　
　
講
師
　
菅
福
元
気
邑
　
代
表
　
小
谷
博
徳
さ
ん

【
問
合
せ
・
申
込
み
】
町
公
民
館
（
７
４
‐
０
２
１
２
）

次
回
お
し
ど
り
学
園
の
ご
案
内

▼町青少年育成会がパトロール

子どもたちの安全のために

　小中学校の終業式が行われた12月 24日、町青少年育成会の
会員22人で、街頭指導パトロールを行いました。
　この日は、根雨と黒坂の町周辺を巡回。終業式が終わり、下
校する児童を見守ったり、町民の方にあいさつをしたりして、
青少年の安全を見守る活動を行いました。
　青少年育成会では、今後も非行防止・防犯活動に努め、子ど
もたちの成長や安全を見守っていきたいと思います。▲パトロールに出発する会員

▲ 「ひとりで悩まず相談を！」
と佐藤さん

▼
第
9
回
お
し
ど
り
学
園

不
安
な
と
き
は
相
談
を



コミュニティ・スクール ＆ 地域学校協働活動 情報 05
N o .

15 広報ひの 2月号 -2022‐

　未来を担う子どもたちを育てるために、黒
坂小学校、根雨小学校、日野中学校は、コミュ
ニティ・スクールとして家庭や地域の皆さん
とともに取り組みを進めています。一方で、
学校を核としながら地域づくりを進めていく
地域学校協働活動に、地域の皆さんが主体と
なって取り組んでいただいています。
　コミュニティ・スクールには学校運営協議
会が置かれ、そこで子どもたちや学校の課題
などについて協議し、実践に移しています。
また、地域学校協働活動を進めていくために、
地域学校協働本部運営委員会を置き、学校と
めざす子ども像を共有しながら、どのような
取り組みができるのかを話し合い実践してい
ます。
　コミュニティ・スクールと地域学校協働活動を一体的に進め、これからの時代を生きていく子どもたちに必
要な力をはぐくんでいきます。

　第 2 回では、「日野町の将来を見据え、今、「学校」「地域」で取り組むこと」
をテーマに、熟議を行いました。地域、学校、保護者など、それぞれの立場
から、問題点や課題について現状や願いを踏まえた上でのアクションプラン（解
決策）について考えました。「地域行事への参加」や「地域と関わる機会の創
出」、「子どもたちのアイディアを生かした行事の計画」など、具体的なプラン
を出し合い、それらを通して子どもたちにどのような力を身につけさせたいの
か確認しました。
　第 3 回では、各学校から 2 学期の行事や取り組みの報告がありました。第 2
回のアクションプランが実際に具体的な活動として展開されていると感じます。
　委員：地域代表 8 人、保護者代表 3 人、学校長 3 人、有識者 1 人　計 15 人

★ Facebook でも情報をお届けしています（https://facebook.com/hinocommunityschool/）
【問合せ先】町教育委員会事務局（電話 72-2107）

学校運営協議会で話し合っていること

　環境整備や登下校時の見守りボランティアをする人がいないということ
が、何度となく話し合われています。登録されているボランティアの皆さん
も、年齢的なこともあり、無理にお願いできない状況です。これらについては、
今後も課題としてあがると思われますので、町民の皆さんからの支援を広く
募ることはひとつの方法だと思います。
　各学校がふるさとキャリア教育に取り組み、ゲストティーチャーを積極的
に依頼しています。学校に来てお話をいただくだけでなく、子どもたちが現
地に行き学習する機会も増えています。
　委員：社会教育関係 5 人、PTA 関係 1 人、地域・ボランティア等団体関係 2 人、学校関係 3 人、
　　　  有識者 1 人　計 12 人

地域学校協働本部運営委員会で話し合っていること


